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1. 概要（Summary）

圧電方式を利用したエナジーハーベスタは、小型化に

適しており、発電能力が高いため、センサーの独立電

力源等への応用が期待されている。本研究では、フッ

化ビニリデンと三フッ化エチレンの共重合体

(VDF-TrFE)を用いた発電能力の高いフレキシブルな

圧電デバイスを作製し、特性評価を行った。

2. 実験（Experimental）
【利用した主な装置】

・イオンビームスパッタ装置

・高耐圧デバイス測定装置

【実験方法】

発電デバイスは２枚のポリイミド基板(厚さ 225 μm)

に Au をスパッタ成膜(厚さ 1 μm、Fig.1 )後、両基板

にVDF-TrFE溶液をスピンコートして(スピンコート

後の膜厚:10～20 um)し、最後にポリマー面を合わせ

てラミネート加工で一体化した。ポリマー結晶化のた

めの熱処理(130℃,30 分)を施した後に、デバイスの容

量を計測し、振動時の発電能力を評価した。

Fig.1  Upper- and lower-electrodes after Au 
deposited.

3. 結果と考察（Results and Discussion）

デバイスの作製結果を Fig.2 に示す。デバイス測定

システムで測った電極間の容量は 45pF(@10kHz)で

あった。

     

Fig.2 Appearance of the device.
またデバイスの先端部を 60°程屈折させたのち放し、

振動時の出力波形をオシロスコープで観測した

(Fig.3)。

Fig.3 Output signal.
出力電圧は 70Vpp と高く、室内灯の元で LED2 個を明

るく点灯させる能力があった。今後、上記結果を元に

薄膜化と多層化によって更なる性能向上を図ってい

く。
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